
キルヒホッフの法則（１）
電流の法則（第１法則）：

３）全ての最⼩の⾯を閉路として、第２法則より電圧の⽅程式
をたてる。

電圧の法則（第２法則）： 𝐼ଵሶ

𝐼଺ሶ

グラフ理論より「辺の数＝（頂点の数ー１）＋⾯の数」は
必ず成⽴する。
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《キルヒホッフの法則と回路⽅程式》
１）全ての辺に電流𝐼௫ሶ を割り当てる。
２）１つの節点を除き,第１法則より電流の⽅程式をたてる。

𝐼ଷሶ

任意の節点に流⼊する電流の和は
流出する電流の和に等しい

任意の閉路に沿って
⼀回りしたときの電圧の和はゼロ

（辺の数＝未知数の数）

よって、上記１）〜３）の⼿順で、未知数の数だけ、
独⽴な式を作ることができ、必ず⽅程式を解くことができる。

→6

→3

→3

6 3 3

（節点の数ー１＝独⽴な式の数）

（最⼩の⾯の数＝独⽴な式の数）



キルヒホッフの法則（２）

２）閉路に沿って、第２法則より電圧の⽅程式をたてる。
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《閉路電流法》
１）全ての最⼩の⾯を閉路として、閉路電流𝐼௫ሶ を割り当てる。

𝐼ଷሶ

閉路1 閉路2 閉路3

閉路1：  𝐸଴ሶ

閉路2： െ 𝑍ଶሶ  𝐼ଶሶ െ  𝑍ହሶ  𝐼ଶሶ െ  𝐼ଷሶ െ  𝑍ସሶ  𝐼ଶሶ െ  𝐼ଵሶ ൌ 0

閉路3： െ 𝑍ଷሶ  𝐼ଷሶ െ  𝑍ହሶ  𝐼ଷሶ െ  𝐼ଶሶ ൌ 0

※閉路電流が重なっている辺では、重ね合わせた電流で電圧降下（逆起電⼒）を計算する。

（閉路の数＝未知数の数） →3

ൌ 0െ 𝑍ସሶ  𝐼ଵሶ െ  𝐼ଶሶെ 𝑍ଵሶ  𝐼ଵሶ
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連⽴⽅程式の解は、 𝑥 ൌ
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キルヒホッフの法則（付録） 《⾏列式による連⽴⽅程式の解法：クラメルの公式》
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変数が２ケの場合■

⾏列で表すと

⾏列式 det𝐴 を求める

サリューの規則（たすきがけ）

で求められる。



連⽴⽅程式の解は、
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（注意）
サリューの規則（たすきがけ）は、
４×４以上の⾏列式には適⽤できない。

⾏列で表すと

⾏列式 det𝐴 を求める

サリューの規則（たすきがけ）

で求められる。

キルヒホッフの法則（付録） 《⾏列式による連⽴⽅程式の解法：クラメルの公式》


